
「
宗
門
寺
院
と
戦
争
・
平
和
問
題
」
調
査
に

つ
い
て
、
前
号
１
月
号
に
続
き
ま
し
て
、
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
号
で
は
、「
明

治
・
大
正
期
の
対
外
戦
争
と
寺
院
」
と
題
し
て
、

「
俘
虜
（
捕
虜
）
収
容
所
」
を
テ
ー
マ
に
と
り

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
、
対
外
戦
争
と

「
俘
虜
収
容
所
」

今
回
の
全
寺
院
対
象
の
郵
送
調
査
で
は
、
調

査
票
の
問
６
で
「
日
露
戦
争
で
ロ
シ
ア
人
俘
虜

（
捕
虜
）
収
容
所
に
な
っ
た
寺
院
が
あ
り
ま
す

が
、
貴
寺
院
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う
問
い
か
け
を
い
た
し
ま
し
た
。「
収
容
所
に

な
っ
た
」
と
い
う
回
答
は
、
６
ケ
ー
ス
で
し
た
。

こ
う
し
た
対
外
戦
争
に
と
も
な
う
俘
虜
収
容

所
に
つ
い
て
、
少
し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。「

捕
虜
（
と
り
こ
）
居
る
御
寺
の
桜
咲
き
に

け
り
」（
高
浜
虚
子　

明
治
28
年
）
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
、
日
清
戦
争
に
お
い
て
清
国
兵
俘
虜
を

寺
院
に
収
容
し
た
例
が
あ
り
ま
す
が
、
日
清
戦

争
で
は
俘
虜
数
も
少
な
く
（
講
和
後
引
き
渡
し
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新田光子（戦時被災等調査委員会委員
「戦時調査室」調査担当）

渡辺慶子（「戦時調査室」調査研究員）

宗門総合振興計画 vol.36

人
数
、
976
人
）、
俘
虜
と
住
民
と
の
交
流
も
な

く
、
あ
ま
り
話
題
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
露
戦
争
で
は
、
俘
虜
の
数
も
多
く
（
講
和

後
引
き
渡
し
人
数
、
７
万
１
８
０
２
人
）、
全
国

29
か
所
の
収
容
所
、
221
の
収
容
施
設
に
収
容
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
施
設
の
多
く
が
仏
教
寺
院
で

し
た
が
、
こ
れ
は
明
治
37
年
の
「
俘
虜
取
扱
規

則
」、「
俘
虜
収
容
所
ハ
俘
虜
ノ
名
誉
健
康
ヲ
害

セ
ス
且
其
ノ
逃
走
ヲ
防
止
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
陸

軍
建
築
物
又
ハ
寺
院
其
ノ
他
ノ
家
屋
ヲ
以
テ
之

ヲ
充
用
ス
ヘ
シ
」
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
日
清
戦
争
に
お
け
る
旅
順
虐
殺
な

ど
の
国
際
的
悪
評
に
配
慮
し
、
ロ
シ
ア
兵
俘
虜

を
優
遇
す
る
政
策
を
と
り
、
俘
虜
の
自
由
行
動

を
か
な
り
認
め
ま
し
た
。
地
域
住
民
と
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
日
本
各
地
で
語
り
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
寺
院
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
俘
虜
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
専
用
の

収
容
所
を
建
築
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
当

初
は
そ
の
地
域
の
大
き
な
寺
院
が
選
ば
れ
た
よ

う
で
す
。
丸
亀
の
塩
屋
別
院
は
そ
の
代
表
的
な

も
の
で
す
。

塩
屋
別
院
に
は
、
当
時
、
軍
が
収
容
所
に
使
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２
、
宗
門
寺
院
の

「
俘
虜
収
容
所
」

陸
軍
省
の
公
開
文
書
に
は
ロ
シ
ア
人
俘
虜
収

容
施
設
の
具
体
的
な
施
設
名
の
一
覧
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
こ
の
分
野
の
研
究
者
は
当
時
の
新

聞
や
市
町
村
史
な
ど
を
参
考
に
施
設
名
を
明
ら

か
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

は
、
本
願
寺
派
関
連
で
は
、
塩
屋
別
院
、
金
沢

別
院
を
含
め
て
８
か
所
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
資
料
３
）。

た
だ
、
こ
れ
ら
寺
院
に
限
ら
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
大
津
で
は
近
松
別
院
が
収
容

施
設
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
津
の
収
容
所
全
体

で
は
30
か
所
の
施
設
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
近
松
別
院
以
外
に
も
い
く
つ
か

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

調
査
票
で
ご
回
答
い
た
だ
い
た
寺
院
、
さ
ら

に
研
究
書
な
ど
文
献
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た

と
こ
ろ
、
現
在
ま
で
に
次
の
８
か
所
が
該
当
し

て
い
ま
し
た
。

仙
台
の
称
念
寺
、
高
崎
の
覚
法
寺
、
金
沢
別

院
、
名
古
屋
別
院
、
近
松
別
院
、
姫
路
の
本
徳

資料１　「丸亀俘虜収容所家屋契約書」（一部抜粋）（塩屋別院提供）

用
し
た
寺
院
建
物
に
関
わ
る
使
用
契
約
書
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
契
約
書
は
、
本
堂
・
講

堂
な
ど
寺
院
建
物
主
要
部
分
の
多
く
を
収
容
所

に
あ
て
る
こ
と
、
そ
の
使
用
に
あ
た
っ
て
月
額

使
用
料
を
払
う
こ
と
な
ど
を
約
し
、「
明
治
37

年
７
月
20
日
」
付
で
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す

（
資
料
１
）。

塩
屋
別
院
は
第
一
次
世
界
大
戦
で
も
ド
イ
ツ

資料２　塩屋別院での記念撮影（塩屋別院提供）

兵
俘
虜
を
一
時
収
容
し
ま
し
た
（
資
料
２
）。

そ
の
俘
虜
が
ま
も
な
く
し
て
「
板
東
俘
虜
収
容

所
」に
移
り
、
そ
こ
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の「
交

響
曲
第
九
番
」
を
演
奏
し
た
こ
と
が
映
画
『
バ

ル
ト
の
楽
園
』
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

「宗門寺院と戦争・平和問題」調査報告（その４）
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情報コーナー

資
料
の
ご
提
供
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

【
戦
時
調
査
室
】　

開
室
時
間
：
火
・
水
・
木 

10
時
～
12
時
、

13
時
～
16
時 

（
宗
務
所
休
日
は
除
く
）

〒
６
０
０
︱

８
３
４
９

京
都
市
下
京
区
堺
町
92

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
内

「
戦
時
調
査
室
」

T
el/075

︱354

︱5087

Fax/075

︱354

︱5360

M
ail/senji-chousa@

hongw
anji.or.jp

新
田
光
子（
戦
時
被
災
等
調
査
委
員
会
委
員
）

渡
辺
慶
子（
調
査
研
究
員
）

牛
島
悠
紀（
調
査
研
究
員
）

「
宗
門
寺
院
と
戦
争
・
平
和
問
題
」
調
査
は
、

戦
争
と
平
和
と
い
う
視
点
か
ら
各
寺
院
の
歴
史

的
事
実
を
記
録
に
と
ど
め
る
と
い
う
こ
と
を
目

的
に
し
て
お
り
ま
す
。
回
答
集
計
な
ら
び
に
寺

院
事
例
紹
介
の
次
号
で
は
、「
梵
鐘
供
出
」
を

テ
ー
マ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
と
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、

明
年
度
に「
宗
門
寺
院
と
戦
争
・
平
和
展
」（
仮
称
）

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
宗
門
内
外
に

お
け
る
情
報
共
有
の
機
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
の
で
、「
戦
時
調
査
室
」
に
寺
院

史
料
・
戦
前
・
戦
中
写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

資料３　金沢別院での記念撮影（金沢別院提供）

寺
、
塩
屋
別
院
、
松
山
の
勧
善
社
。

今
後
と
も
調
査
を
続
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

関
連
情
報
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　

参
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文
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０
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